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この小考は､Ecologicalな立場に立って､しかも心理
臨床の範噂から生活科学への一つ視座を提出することを
目的としている｡しかし､その前に､DeepEcologyの
考え方とEcologicalな心理臨床について述べておきたい｡
最近､われわれの営む生活が､あらゆる面にわたって
"自然"でなくなり､生命が脅かされつつあることが指
摘されている (Gore,1992;Capra,1998;Cloudsley-
Thompson, 1998;Capra & Calenback, 1999;
WorldwatchInstitute,1999;Eisenberg,1999)｡それは､
人間に限らず､動植物､また､地球をとりまく環境すべ
てに及んでいる｡ここで 自`然'というのは生態系の循
環をいうが､それが崩されつつあることが､意識するも
のたちの間では､問題にされつつある｡換言すれば､生
態系の破壊のことであるが､地球環境を人間の健康に例
えれば､その状態は決して良くなく､ "臨終"のきざし
が見えはじめていることをいう｡たとえば､｢砂漠は広
大する一方で､森林は縮小している｡耕地の表土は減少
し､有害な紫外線の放射からわれわれを守るオゾン層は
減少しつつある｡大気中の温室化ガスの濃度は増加しつ
つあり､その一方では動植物の種の数は減少しつつある｡
世界の人口は引き続き増加し､貧富の差は拡大しっっあ
る｣(｢地球白書｣1999)との指摘がそうである｡
この生態系の破壊が人間の生活を脅かしているのか､
あるいは､むしろ人間の方が生態系や地球環境を破壊し
ているのかの議論は､｢鶏が先か､卵が先か｣に一見似
ているところもあるが､意識するものたちの間では､後
者の立場に立ち､人間の自覚と責任を問うている｡それ
はDeepEcologyと呼ばれている立場である｡Deep(潔
層) Ecologyは､Shalow (皮相)Ecologyに対してそ
の名があるが､1970年代にノルウェーの哲学者アルネ･
ネス (Naess,1989)によって提唱されたものであるとい
われている｡彼によれば､DeepEcologyは人間を ｢生
命の織物の一本の糸に過ぎなく､自然の循環的プロセス
の一部分｣と見なすのに対して､ShalowEcologyは人
間がすべての頂点にあるものとする ｢人間至上主義｣に
陥っているとしている (Capra&Calenback,1999)0
両者には､このような違いはあるが､この小考では前者
の意味でEcologyという言葉を用いている｡
さて､Ecologyとは ｢生態学｣と訳されているが､そ
の語源はギリシャ語の ｢オイコス (oikos)｣に由来する｡
"oikos〝は英語の ､house〝 すなわち､｢家｣に当た
る｡したがって､Ecologyは ｢地球という家｣を意味
し､それが ｢どのように動いているかに関する学問｣
(Capra&Calenback,1999)となる｡それゆえ､学
問としては､地球という共通の家で生活を共にする構成
員すべての相互の関係を研究することを目的としている｡
それは､ "ものごとの結び付き"の研究､関係性の研究
を指している｡
これは､テクノロジーの研究､すなわち､ "ものごと
は何からできているか' その構成要素を調べていく研
究とは異質なものである｡Ecologicalな研究は､構成要
素ではなく､｢ものごとのパターンは何か｣すなわち､
関係やつながり､脈絡から考える｡量子物理学､システ
ム理論､カオス理論などがこの範噂に入るといわれてい
る｡
ここでシステム理論､たとえば生命システムをどう考
えるかを見てみると､生命は独立した部分に分けること
ができない全体であると見ているのである｡｢その性質
は構成要素の性質だけでは説明できない｡ある生命シス
テムがどんな構成要素から成り立っているかは見分けら
れたとしても､全体の性質は常に構成要素の単なる総和
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とは異なる｡動物､植物､微生物､人間を問わず､あら
ゆる生命体はそれぞれまとまりのある全体である｣
(Capra&Calenback,1999)とある通 りである｡
ところで､筆者が学んだもののなかに心理臨床の一つ
であるゲシュタルト療法があるが､Ecologicalなものの
見方 ･考え方と近似なところがある｡ゲシュタル ト療法
(GestaltTherapy)はPerls,F.(1893-1970)により提
唱されたものであるが､実存主義的現象学の流れをくむ
ものである｡それは､脳損傷の治療と研究から人間は損
傷があっても全体的にまとまりのある動きをする､すな
わちactualizingtendencyがあることを兄い出したGold-
stein,K.や 自我防衛は鎧となって身体に窺われるとし
た独自の性格分析で知 られるReich,W.､それに科学
であるゲシュタルト心理学を修め､後に妻になるLaura
Perlsの影響を受けているものである｡ いくつかその特
徴を挙げると以下のごとくである｡
まず､Ecologyで ｢ものごとの結び付き｣の研究ある
いは ｢ものごとのパターンは何か｣その関係性の研究と
いうとき､ゲシュタル トそのものということができる｡
ゲシュタル トという言葉あるいは概念が "全体'のこと
を言い､関係性の学と言われているからである｡
また､ゲシュタルトとは､｢メロディーなどのように､
部分の寄せ集めではなく､それらの総和以上の体制化さ
れた構造を指す｣(広辞苑)とあるように､パターンも
しくは構造をいう｡これは前述の ｢構成要素の単なる総
和とは異なる｡あらゆる生命体はそれぞれまとまりのあ
る全体である｣というのと符合する｡
このように､Ecologyとゲシュタル トはその見方 ･考
え方において共有するところが多いが､それらをEcol0-
gicalな心理臨床と名付けて､ この小考の目的である現
代における生活と生活科学に焦点を当ててみたい｡
Ⅱ 現代における生活の様相
まず､筆者が専門とする心理臨床の分野で担当した相
談ケースから現代における生活の現状をみてみよう｡ラ
サール･開成･東大を狙っていた小6の男の子がいた (倉
戸､1999)｡男の子本人というより両親が狙 っていたと
いった方がより適切であるが､母親はうまくいくと思っ
ていた｡ところが､受験するために飛行機に乗って行こ
うとしたが､空港で震えて､立ち往生 し､飛行機に乗れ
ない｡叩いても､励ましても､何をしても無駄であった｡
両親はとうとう受験させることを断念するしか仕方がな
かった｡そこで筆者にリファーされてきて､応急処置的
に､危機介入の相談となった｡こういうケースを担当し
ていると､親というか､時代というか､それらから期待
(2)
された人間像に懸命に応えようとした子どものいじらし
さが感じられる｡
まず一般的に､このころの精神的な発達段階から見て
みよう｡たとえば､ この子どもはErikson流 (Erikson,
1950)にみると､｢勤勉対劣等感｣か ら ｢同一性対役割
の混乱｣へ至る過程にあるといえる｡それらによると､
前者は､小学校時代であるが､｢人生への旅立ち｣へ向
かって用意万端を整えていく段階である｡学校において
は "非人間的"な法則に拘束され､家では､それまで培
ってきた希望や願望､想像力などが可能にはならないこ
とを経験 して､まず働 く人になる｡いわゆる昇華である
が､勤勉という観念を発達させる｡そして働くことは､
勉学を含めて､当人には忍耐強く勤勉に働いて仕事を完
成させる喜びを教えてくれる｡このことは､道具や台所
用品を扱えるようになったり､あるいは読書や知識を増
やすことができるようになるにつれて強化される｡反対
に､子どもがこの段階において経験する危険は､自分を
不適格であると見なしたり､劣等感を抱 くことである｡
すなわち､道具を扱う技術や読書能力や知識の習得の能
力がないと自分に絶望することである｡そして周りと同
一にやれないという思いから孤立 し､エディプス期に退
行するかもしれないのである｡
｢同一性対役割の混乱｣は青年期の段階で経験するこ
ととされている｡児童期である小学校の段階から､いわ
ゆる思春期の到来をみる中学校の段階に入る｡この段階
では自分で感 じられる自分が､同世代の他者や大人にど
う映っているかが第一の関心事となる｡そしてうまくこ
の関心事を､ "疾風怒涛"のなかにあっても通過するこ
とができると､同一性が獲得され､次の発達段階へ進め
るとされている｡ しかし､うまく通過できないと役割の
混乱をきたし､自己を確立できなくなるとされている｡
このEricksonの考察は､彼の精神分析的な実践を踏ま
えているものであるだけに､洞察に富むものである｡彼
が今の時代に生きて子どもたちの荒れすさんだ姿をみた
としたら､家庭やそれを取り巻 く社会､時代との関係性
について言及 したに違いない｡すなわち､Ecologicalな
視点を考慮に入れてくることは容易に推測できることで
ある｡なぜなら､彼ならずとも誰でもであるが､彼はと
くに､子どもに敏感で観察眼があり､子どもの言動が家
庭､社会をはじめ､環境を取り込んだものであることに
思いが至ること必須であるからである｡
さて､この発達段階における子どもを生態学的に､す
なわちEcological的に､見直 してみると､ この段階は
自らを確立 しながら､外界である環境とどのように関わ
っていけばよいかを学ぶ時期である｡ここでいう環境と
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は､家族や､学校でのクラスメイト､地域での友人 ･知
人､他者が含まれるが､地域での環境や自然も､もちろ
ん､含まれていることを強調しておきたい｡それゆえ､
環境とどう関わっていけばよいかを学ぶことをいう｡こ
れは､人間のライフサイクルにおけるこの時期の発達課
題をこなし､それに自然とのコンタクトをし､そこから
自然の生態について知ったり､経験することを指す (図
1)0
AHypotheticalHumanEcolodcalProcessModel(Kurato,1999)
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ところで､相談に登場したこの小6の子は､いったい､
他者と遊んだり､自然と接したりすることがあったのだ
ろうか｡否である､毎日､塾通いで､正月などの休みに
はホテルに親の監視のもと､缶詰になって勉強に明け暮
れしていた｡この子にとって目標はただ一つ､良い中学､
良い高校､一流の大学へ入学することであった｡何を学
ぶか､将来何になるかは､二義的であった｡極端にいえ
ば､一流であれば何でもよかったのである｡この目標に
向かってひたすら頑張ってきたのである｡ したがって､
家族からは手厚くされ､ "金の卵"を生む鶏のように扱
われてきたという｡食事などは母親が栄養に気を配り､
おやつを含めて定時に用意され､家事など家の仕事は一
切させられていない｡勉強の時間が少しでも多 くなるよ
うに､母親を中心に親がすべて仕切っている｡朝､母親
から定時に起こされ､後は学校､塾と､分刻みのスケジ
ュールを機械的にこなす日々の連続であった｡
これでは､第-に､喜びや楽しさ､また悔しさや厳し
さ､悲しみ､そしてどう他者と接したらうまく自らの欲
求を満たすことができるかを学べない｡人は､喉が乾け
ば水分が必要になり､お腹が空けば食物を摂取すること､
天気の日には気持ちが良いが､雨の日は暗い｡しかし､
雨も木々や植物には､そして人間や動物にも､必要だと
いうことを学ぶ｡春は開花と鳥たちの響宴､夏は緑と鳥
たちの繁殖であるが暑さのなかのサーバイパル､秋は紅
葉､冬は木枯らしと落葉するものに接し､やがて来る春
を待つ｡生きとし生けるものはみな､このようにして自
然の循環を知る｡｢地球という家｣の構成員は例外なく､
この循環のなかにあることと早晩､対峠させられる｡そ
(3)
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れはEcologicalな事実なのである｡そこには生､開花､
死の循環が歴然としてある｡人間も例外ではない｡
さて､.この子は生命の誕生､開花､そして死をどのよ
うに思っていたのであろうか｡機械のように､どこかか
ら買ってきてもらい､壊れたら､捨て去る｡そして､代
わりに新しいのをまた購入すればよいと思っていたので
あろうか｡
こう考えてくると､この子は自分に絶望し劣等感を抱
く可能性があったのであるが､相談のなかではそうなら･
ないように､危機介入の相談が展開された｡それは､支
え､子どもの苦痛を和らげ､癒すことに焦点がそそがれ
たが､Ecologicalには､この子がどのように動き､何と
結び付いてきたかを振り返り､その過程で何を感じてき
たかを言語化するものであった｡他方､これはこの子だ
けの単独の問題として理解 しても真に理解することには
ならないので､Ecologicalには､この家族､そして社会
との関係で捉えようとしたのであった｡この捉え方は､
家族療法の･なかのシステムズ ･アプローチでいうIP
(IdentifiedPatient)という_捉え方と似通っている｡す
なわち､この子は ｢認知された患者｣で､その背後にあ
る病理的な家族のシステムのなかで､たまたま "代表'
となり症状を呈しただけであるとする見方に近い｡これ
は､ゲシュタルト療法の ｢図｣と ｢地｣の関係でいえば
｢地｣の部分､すなわち･家族や社会など背景の部分､と
の関係で捉える方法や､そのようなパターンを特徴とし
て持っている家庭であるという見方からアウフヘーベン
されたものと類似している｡
一方では､筆者には､受験がうまく行かなくてよかっ
たという思いも去来した｡極端にいえば､よくぞ飛行場
で震えて立ち往生したとさえ考えられる｡それはおそら
く､からだに託された心の震え､すなわち叫びともいう
ことができよう｡仮にうまく行っていたら､どうなって
いたかと思うと､むしろ恐ろしくさえ思える｡おそらく､
さらに上向き指向はエスカレートし､究極的には際限な
くこの子を苦しめること受け合いであった｡
幸い､本人も､また家族も "臨終'に気づき､ある程
度の軌道修正がなされ､自分に合った中学を見つけ､そ
こでの生活をェンジョーイしていくことになって､危機
介入の相談は､一旦､終結している｡
この受験失敗や軌道修正は､Ecologicalな視点から
は意味のあるものと思われる｡これは厳しいけれども､
人間の力と限界を､否応無しに､知らされる苦い経験で
もあるし､引くこと､負けることを学ぶ機会でもある｡
社会で生きる.ことは生存競争に勝っことという価値観か
らではなく､生命のシステムの仕組､生命システムの立
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場からは､からだがブレーキを掛けてくれたのだといえ
るし､ゲシュタルト的には､ホメオスターシスが機能し
たということができよう｡そう理解すると､今回のは､
むしろ ｢自然に帰る｣ための行動化 (アクティング･ア
ウト)と思われる｡この理解で､何よりも貴重なのは､
足が地に着いている自分になりたいという気づさの経験
と捉えるところにある｡今後､たとえば､自分に合った
ことをするということを学べば､あるいは勉強だけでは
なくてバランスの取れた生き方をするということを学べ
ば､あるいは目的を果たすためには何をしてもよいとい
う自己中心的な価値観の修正になれば､再生あるいは再
構築､すなわち､サーバイパルに繋がる循環の経験とな
ろう｡
さらに掘り下げていえば､ゲシュタルト的には､もの
ごとをあるがままに認識し､判断をし､考え､選択する
という一連のまとまりのあるパターン､あるいは全体を
自らの内に形成することがこの子には要請されていると
促えられよう｡換言すれば､Lorenz,K.(1963)のいう
｢内なる自然｣を形づくることがEcologicalであり､そ
れが ｢地球という家｣に住む住人なのであるという認識
を持っことに繋がってくる｡しかし､このことは､この
子に限らず一般的にいって､極限にまで都市化されテク
ノロジー優先の現代社会においては､容易なことではな
い｡現状では､多くの子どもは個室に閉じ篭りがちで､
そこには対話や交流がない｡この原因は大人が応じてく
れないからであるが､これこそが､関係性そのものであ
るEcologicalな生活の妨げになっている｡大人との関係
性は､他者との関係性､社会との関係性､そして環境と
の関係性へと繋がるものであるからである｡
利益志向で､しかも一義的な価値観､たとえば幸福な
人生とは条件のいい就職 ･結婚をすること､それには一
流の大学卒でなければならない｡そのためには､遡って､
いい高校､いい中学の出身者でなければならないとなる｡
これら親の価値観が子どもに投射されてくるところに悲
劇が起こるが､これも､Ecologicalな生活を妨害するも
のである｡
夫婦仲が悪いことも子どもの人格形成に影響を及ぼす｡
昨今､夫婦仲違いから別居､そして離婚する夫婦は増加
をしている｡しかし子どもがいる場合は､一方では､波
風を立てない子や修復しようとして "良い子"になるア
ダルト･チルドレン (斎藤､1990;西尾､1997)をっく
り､他方では､人間不信､人間嫌い､したがって無口､
率離性人間､そして結婚恐怖､子どもを生まない人間を
つくっている｡これもまた､Ecologicalな生活への支障
をきたす要因になっている｡
加えて､情報化社会のなかで自我が育ち難いというこ
とがある｡情報化社会とは直接経験のない社会をいう｡
たとえばTVで-ワイの映像を見る｡そして-ワイへ行
ったっもりになる｡これは仮想現実であるが､容易に手
にはいるものである｡しかし現実には､個人で旅行する
となると､費用を工面しなければならないし､パスポー
トも飛行機の切符も入手しなければならない｡これらは
自分の足で工面したり､官公庁にて入手しなければなら
ないものである｡そこには労力も時間もかかる｡それに
出発に際しては遅滞なく出発時間に空港までいかなけれ
ばならない｡そして搭乗して約8時間は狭い座席に居な
ければならない｡到着しても入国のための手続きを経る
わけである｡ホテルまでの便を探し､やっとチェックイ
ンである｡滞在中は-ワイの文化､習慣､マナー､それ
に言語に精通 していることが基本になる｡したがって､
直接経験では､思わぬことに遭遇したり､臨機応変に対
処する必要も出てくる｡筆者はあるときマウイ島でパス
ポートを落とし､拾われて､無事であった経験をしたこ
とがあったが､その間､冷や汗をかいた｡そして焦りな
がらホテルや､警察に電話したり､航空会社に交渉した｡
楽しかった､よかったという経験はこれらの後に訪れて
くるものであろう｡
このことを幼児や児童の発達過程に戻していえば､遊
びや交流の直接経験のなかで､必要に迫られて､現実に
適応すべく自我が育っ｡そしてこの自我こそが､他者と
共存する知恵を生みだし､その人を育てる基本になる｡
このことが､周りと､社会と､もっと広い環境と､そし
て究極的には ｢地球という家｣の-構成員であり､他の
構成員と相互に依存していることを理解させ､共存して
いくことを可能にさせている｡
もっとも､-ワイ旅行の例でいえば､グループ･ツア
ーの場合は例外である｡しかし､昨今は例外が日常的に
なってきているという現実もある｡一般化していうと､
自我発達と情報化社会の問題は考えさせられることでは
ある｡とくに､コンピューター･エイジにおいては､ま
さに課題となろう｡
筆者はここ数年､日常の心理臨床や関係する学会のワ
ークショップのなかで試みている関わり方がある (倉戸､
1996,1997a,1997b,1997C,1999)｡ゲシュタル ト的コスモ
ロジーと呼んでいるが､Ecologicalな関わり方ともいえ
ると思われるので以下に述べてみたい｡
ゲシュタルト的コスモロジーとは､あるときは身体を
小宇宙と捉え､身体を通して自然や世界 ･宇宙 (コスモ
(4)
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ス)までイメージを拡張したり､またあるときは､それ
ら外界から癒しのエネルギーを得るということをいう｡
すなわち外界へ "いざなう"ところの､またそれらに抱
かれるなかで癒されるところの､コスモロジーを展開す
ることをいう｡
具体的には､個人療法やグループ療法､ワークショッ
プにおいて心理療法の一つとしてクライエントもしくは
グループのメンバーと関わることを指す｡現在までに試
みられたもののなかのいくつかを挙げてみよう｡1)胃
痛や肩こりなどを擬人化の技法により言語化や行動化す
る､いわゆる身体への気づき｡2)動物や植物､川､石､
海などに､イメージの上でなってみる体験｡3)自分 ･
他者 ･環境との融合をはかる体験､などにより模索する
ものがある｡
このコスモロジーを模索するに至った背景には､現代
が家庭 ･学校 ･社会のどの局面を見ても時代の繁りを感
じざるをえない側面があるからである｡そこで癒しが登
場することになるが､癒しとは､ゲシュタル ト的には､
本来的に在った全体の姿 (heal(莱))にもどることを
いう｡その語源はOEDではhal-whole,makewhole,
becomewholeになることを指す｡ この点はEcologyで
いう本来の姿を認知するというのと一致する｡ところで､
この癒しはゲシュタルト療法の立場からは､他者からも
たらされるものではなくて人間ひとりひとりがもともと
内在的に備え持っ志向性ということになる｡
1)身体への気づさの体験
これは心理療法のなかで身体のテーマが話されたとき
に､擬人法によりその身体になってみる治療的技法のこ
とをいう｡たとえば､便秘している場合においては､
｢私は 『うんこ』さんです｣などと､イメージの上で
｢うんこ｣さんになりきって､対話するのがその例であ
る｡そうすると､｢あなた (身体)が緊張 してるから､
私 (うんこ)まで固くなり出られないではないか｣と､
｢うんこ｣と ｢身体｣との対話がはじまる｡｢ごめんね !
そんな目に合わせて､私は人に会わないといけないとき
は､すぐ緊張する癖があるから.….｣と身体｡｢そうな
んか｡知らなかった｡でも､怖くなんかないから､もっ
と楽にしたらいいのに｣と､うんこさんが応答する｡身
体は､｢そうやな｡そう言ってくれると､なんだか気持
ちが楽になるような気がする‥…‥(中略).‥….ありが
とう｣と､うんこさんに礼をいう｡うんこさんは､｢私
も､楽になれそう｣と､領く｡そしてこの場面は一段落
する｡
これは時間的には短い関わりであるが､身体への気づ
さを得て､クライエントには洞察へと導びかれるもので
(5)
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ある場合が多い｡この技法はPerlsもよく用いた方法で
あるが､筆者も同様に用いるものである｡ただ筆者の視
点は身体を小宇宙と捉え､引いてはコスモスに通じるこ
とを強調している｡すなわち､よりEcologicalであると
いえよう｡ところで､このような身体への気づさは､神
経性の胃炎の持ち主､頑痛持ち､肩こり､冷え症､末期
的疾患などにも､広く試みられている｡
2)動物や植物､川､石､海などに､イメージの上でな
ってみる体験
この方法は､Perlsの夢のワークに用いられているが､
筆者がアメリカ先住民の知恵から借用し､日頃の心理臨
床の面接場面に拡張して勧めているものである｡たとえ
ば､アメリカ先住民は､全体を把握したいときには､イI
メージ上で ｢鷲｣になったっもりで､天空より下を見る
という｡聡く解決の糸口を兄い出したいときは ｢蛇｣に
なって見ることをする｡これらの知恵を筆者は心理臨床
の関わりのなかに取り入れようと試みている｡つぎにそ
の例を挙げよう｡
ある女性はグループ療法 (ワークショップ)のなかで
夫が末期がんであることを語った｡しかも息子は身体に
障害をもっているという｡話を聴いていくと､自分の弟
も障害をもっていたので子ども時代や思春期のときは苦
しんだ由であった｡最近､疲労が激しく､擦り切れそう
になっていると訴えた｡セラピストとして関わっていた
筆者は､世の中にこのような人生を送っている人もいる
のだ､なんと過酷な試練であることか､と思う自分に気
づさながら､一方ではセラピストとして､さりげなく､
しかし全身でもって傾聴していく｡同時に不安や痛み､
苦しみを言語化することを勧めながら､疲労して枯渇状
態にある彼女自身を支えようと努めた｡そして､面接な
かばで､適切だと思えるときを見計らって､｢あなたの
生きざま (弟や息子､そして夫を支えてきた人生)､不
安､痛み､苦 しみ､へ･と-とになっている状態を分かっ
てくれる存在はいないか｡人物でも､鷲でも､鷹でも..…
‥‥｣と治療的招きをした｡すると､村の鏡守の森に生
えている古木だという｡そこで､イメージの上で古木に
なってみることを勧めた｡そうすると､｢私は古木です｡
何百年も生えているので､あなたの小さいときも､弟の
ことも､あなたが一生懸命に硬を庇い､いかに支えてき
たか､みんな知ってる｡あなたのお母さんも､おばあさ
んも､そのまたお母さんも､代々知ってるよ……..…息
子さんを愛してきたことも､またしんどかったことも､
その上こんどは夫を看病しなくちゃならなくなったこと
も､みんな見てる｡あなたが､どんなに辛くてしんどい
か､ちゃんと見てる.…….(号泣)…‥…｣と､泣きじ
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やくりながらイメージを膨らませた｡これは､言ってし
まえば､モノローグで､かつメタフィジカルなことでは
あるが､なんと洞察に富み､支持的で､自己治療的であ
ることか｡そこに居合わせた筆者は感動とともに､彼女
が天に抱かれ､天空へといざなわれていくかのように感
じられた｡実に､荘厳で弦しい宗教的な雰囲気を漂わせ
ていた｡またそれは､一人のセラピストでは到達できな
い大きな癒Lであった｡彼女も､筆者も､他に居合わせ
たグループのメンバーも､まさに､一つに結ばれている
雰囲気であった｡しばらくして､彼女は､｢私が抱えて
いる苦しみを知ってくれている｡しっかり私のことを見
てくれている｡私の生まれる以前からずっと‥‥…‥母の
こと､弟のこと､息子､夫､みんな‥……なんだか力み
が取れた感じです｣｢私の苦しみは､なんだか小さな苦
しみのように思えてきました｣と､語ってくれた｡
苦難は､一人で背負っていると思っているとき､また
そんな苦難はこの世のなかで自分独りだけだと思うとき､
よけいに苦難となるのではなかろうか｡一方､苦難でさ
えも､みんなと繋がっていると思えるとき､自然と肩の
力が抜けてくるのではなかろうか｡とにかく､彼女には
癒しの経験となったようであるし､そこに居合わせた筆
者には不思議な､宗教的な経験となった｡そしてこれも､
もしかすると､Ecologicalな体験といえるかもしれない
と思った｡
3)自分 ･他者 ･環境との融合をはかる体験
これは自分と他者の境界が分からなくなる経験をいう｡
ゲシュタルト的にはConfluence･融合と呼ぶところのも
のであるが､現実と想像とが融合するときは､妄想の場
合がそうであるように､病理的である｡また仮想現実と
現実との区別がつかないときも､先に見たように､混乱
をきたしたり､自我を育てない場合がある｡しかし､ゲ
シュタルト的には､融合は建設的で､健康で､しかも治
療的意味のある側面もあることが明らかになっている｡
この健康で意味のある側面は､一般的にいって､小説
や映画､TVの主人公と自分を同一視する場合がそうで
ある｡また､スポーツにおいて､たとえばテニスのダブ
ルスの試合にパートナーと組んで臨んだ場合もそうであ
る｡すべて､しかもいっもとは限らないが､意気投合し
てチームワークよろしく必死になっているときなどは､
パートナーと一体になっていることを感じる｡スキーも
雪と一体になっているときがあるし､シュノーケリング
の場合も､興じてくると､どこからが海で､どこからが
自分の身体か､まさに融合してしまって､その境界が分
からなくなるときがある.合唱も声を一つにし､一体に
なる経験をする｡寺院や教会などで祈るときも､心を開
き､霊的な体験をすることがある｡セックスも一体とな
り融合する体験になる｡これらはいずれも自他の境界が
分からなく融合している状態であるが､病理的で不健康
というより､建設的かつ健康で､むしろ楽しく､歓迎す
べき状態ということができよう｡
さて､筆者が経験する心理臨床においても､融合の体
験となる場合がある｡たとえば､グループ療法でのこと
であるが､そのような体験をしたことがある｡ある女性
は､自分が誕生した丁度その日に2歳年上の兄が死亡し
たという運命を背負って生まれてきた｡もの心がついて
そのことを知らされたが､罪悪感に苛まれ､自分は悪者
だと思ってきたという｡とくに､兄が死んだのは自分の
せいだと思っていたからである｡なぜなら､自分が母親
の胎内にいたせいで､母親は兄を十分に看てやれなかっ
たからである｡ずっとそう思い込んできた｡そしてその
ことを誰にも打ち明けることなく､ひとりで抱え込んで
きたのである｡それゆえ､いっも引っ込み仕案になり､
小さくなって生きてきた｡嬉しいことがあっても顔には
出さず､また遊びたいこと､したいことがあっても遠慮
してきたという｡
面接の過程で､セラピストである筆者の､胸のうちを
開示する勧めに応じて堰を切ったように､彼女は周りの
憎しみを一身に受け怯えながら細々と30年以上生きて
きたこと､それがなんとも辛かったこと､任しさと怒り
が胸のなかにあること､どこかでは自分のせいだとは思
いたくない気持ちのあること､などなどを語った｡そし
て､いっか叔父から兄はもともと弱く､それが原因だっ
たことを聞かされても､慰めにはならなかったことも話
した｡苦しめられた兄に対してと､そして何も話してく
れなかった母親に対して､最後には辛く苦しかった自分
に対して､それぞれセラピストの治療的招きに応じて､
自らの思いの丈を､そして感情を表現したり､言語化し
ていった｡その後の何回目かの面接で､少女期や思春期
がなかったので､それらを取り戻したいと申し出た｡そ
こで､話し合いをした結果､グループのなかでセラピス
トと手をっないで ｢赤とんぼ｣を歌ったり､みんなで
｢-ンケチ落とし｣をしたり､｢夕焼けこやけ｣を歌った
り､彼女の希望に応じて遊びに興じた｡合い言葉は彼女
が ｢もういい｣と納得するまで興じることであった｡大
人ばかりのグループで興じたので､また退行現象もいい
ところであったので､もしグループ外の他人が見ていた
ら､さぞ奇妙に映ったであろうと思われるが､彼女にと
っては､彼女自身を取り戻し再構築する意味のある儀式
であった.それは他のグループメンバーにとっても､童
心にかえって､一つになれる経験となったようである｡
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泣きながら笑っているもの､笑いながら泣いているもの､
腹の中から大きな声を出して歌っているもの､みな一心
に興じたのであった｡筆者はふと､これが融合の状態か
と思った｡そしてこの融合の状態こそが､彼女をして安
心して彼女自身を取り戻す過程を促進させたものと思わ
れた｡換言すれば､これは､心残りを除く体験､すなわ
ち､ゲシュタルト的には未完結の経験を完結する体験と
いえるが､そこに居合わせたものが共有した融合を媒介
にしたものであった｡その限りにおいて､まさに環境と
の融合､あるいは関係性の構築､すなわち､Ecological
な心理臨床の体験だったといえるのではないかと思った｡
Ⅳ 生活科学､その振り返りと今後への視座
生活科学とは､一口にいえば､生活を科学する学問と
いわれているが､それでは生活とはなにかがつぎの間に
なる｡この問いは､あまりにも自明のことなので､日頃
は意識に登らせることは少ない｡生活とは､人間が生き
るためにする営みすべてであろう｡その範囲は､衣食住
のような生活に基本的で不可欠なものにはじまり､それ
らの快適さ･便利さ･安全性の追求､また噂好や趣味､
ひいては文化にまで昇華される営みが包含され､広範囲
にわたっている｡
これらの人間の営みは､人類誕生このかたの生活史と
ともに絶えず変遷し続けてきたが､採集や狩猟によった
人類初期のものから現在に至るまで脈々と続いている｡
この間､発明され､使用された道具は改良を重ね､今で
はエレクトロニクスによる先端技術が駆使され､多くの
道具が､生活の向上のために役立てられている｡その結
果､生活水準は高水準となり､快適かっ便利なものとな
ったといえよう｡それは､食生活､住環境､服飾のどれ
を見ても一目瞭然である｡20世紀の後半になって､ク
ローン人間の発想をはじめとする遺伝子工学､臓器移植
など､その進展は目覚ましく､天命までも操作可能にな
りつつある｡福祉や教育環境も飛躍的に整いっつある｡
したがって､一見､満ち足りた毎日が見え隠れする生活
がある｡
しかし､われわれは採集や狩猟時代と比べて､より幸
福になったといえるであろうか｡家庭では､｢Ⅱ現代
の生活の様相｣でみた相談ケースのように､幸福どころ
か､悲惨かっ病んでいて､ 臨`終'をむかえんばかりの
状況が激増している｡筆者は､まだ4ケ月のわが子を虐
待する母の悩みの相談に応じたことがあるが､子どもの
SOSを診る医師たちが支える ｢家族外家族｣(椎名､
1998)という概念さえ必要になるくらい悲惨な状態であ
った｡まさに家庭は病み､ばらばらで､すでに崩壊して
(7)
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いるといわざるえない｡児童虐待で174箇所ある全国
の児童相談所に寄せられた相談件数は6,932件に達 して
いることが報告されている (平成 10年度)｡ これは､
前年比で1,500件増､調査を開始 した年 (平成2年) と
は6倍以上となっている｡その行為者の内訳は実母が55.
1%､実父が27.6%となっている｡ この数字は､問題の
性質上､隠蔽される傾向にあることを考えあわせると､
実態は報告された数字の何倍ともなろう｡今までは､外
は ｢外に敵あり｣などと厳 しくとも､家庭に帰ってくれ
ば､そこが安らぐ場所であり､｢ホーム ･スイー ト･ホ
ーム｣であった｡あるいは､ 自`己実現"を可能にして
いた｡しかし､もはや､そのような機能を家庭は持ち合
わせてい･ないかのようである･-0
学校では小学校低学年から授業が成立せず教師を悩ま
せ､クラスに参加しない子どもたちがいる｡中学､高校
も含めて､いわゆる 学`級崩壊"は社会問琴になりつつ
ある｡文部省は､不登校の児童 ･生徒は12万人を数え､
中途退学は12万人と報告 (平成10年度)している｡
これは､合わせると､24万人になるので､1､000
人の大規模校が240校､毎年消えて無くなっているこ
とを意味する｡今､子どもたちの心に何が起きているの
であろうか｡
社会では度重なる深刻な少年犯罪が報道され､ルーズ
ソックスの少女たちの援助交際が憂慮されている｡いっ
たい家庭や学校はどうなってしまったのであろうか｡家
庭や学校は激変する時代の荒波に足元をすくわれ､もは
や機能し得なくなって､不必要になってしまったのであ
ろうか｡おまけに大震災や温暖化による天候異変に見舞
われ､また職場ではリストラが進み､われわれの生活は
脅かされる一面はあるにはあるが､それでもなお物質的
豊かさを求める社会は､もう歯止めが効かないかのよう
な印象を与える｡
しかし､物質的な豊かさを享受すればするほど､一方
において､心が貧しくなったり､からだに不調をきたし
たり､取り残されていく感 じがあるのは否めない｡なぜ
であろうか｡それは､真の豊かさが内なる自然ともいえ
る心やその関係性をないがしろにしては感じられないも
のだからかもしれない｡健康を考慮に入れない食品や料
理､JL､やからだに優しくない住環境､生身の人間不在の
教育や福祉では､人間は幸福にはなり得ないからかもし
れない｡これらは､とりわけ重要になるが､共々考えて
みたい点である｡まさに豊滴な時代における生活はどう
あるべきか､心や関係性の問題点がクローズアップされ
つつあるからである｡
人間は､他の生命体と同様､地球という環境のなかで
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生存している｡したがって､自然や環境､あらゆる生命
体との共存 ･共生という関係性が求められる生活が志向
されねばならない｡この小考のプロローグで見た通りで
あるが､Ecologicalな志向が必要不可欠である｡人間
もまた ｢地球という家｣の一住人であるからであるが､
このあたりは大いに知恵をしぼりたいところである｡そ
こで視座として､以下を考えたい｡
1.生活が苦しい時代には､家計が楽になる方策を
立てることに価値があった｡まさに食べることが先決で
あり､経済が優先された｡この点は21世紀においても
人口が増加していくことを考えると､継続して考えねば
ならない｡しかし､今や生活はその内容とクォリティが
問題となり､｢地球という家｣での､あらゆる構成員と
の共存 ･共生が一つの視座となろう｡
2. テクノロジー優先ではなく､何のための技術革
新か､また誰のために利益するものかを考えねばならな
い｡また人間を機械祝してはいないか､の吟味が不可欠
である｡ 筆者 は他で (Kurato､ 1998;Kurato &
Others,1999;倉戸､1999)家庭のなかでのテクノロジ
ーの利用がメリットと同様にデメリットもあり､なかに
は最新のエレクトロニクスによる家電製品に対して操作
の複雑さへの戸惑いと怖さを感じているものがかなりあ
ること､そして知らなかったり､扱えなかったりすると､
そのことが家庭のなかで人間関係上 "馬鹿"な人間とし
てみられがちであることを報告したことがある｡まさに
家庭生活のなかに "機械"が侵入してきた感があり､生
活の様態とその価値観の転換が必要になってきている｡
｢地球という家｣では､結び付きや関係性を認識するこ
とが重要になるが､家庭のなかにおいても､過度の､そ
して必要以上の機械化は､使う人の主体性が確立してい
ないと､ものごとの関係性を見失う危険性がある｡
3.便利さ優先と能率主義も､上記と同様､何のた
めの､また誰のためのものか再考を要する｡たとえば､
筆者には家を建てる予定があるが､そこで専門家に相談
したら､2階建てなら今からェレベーターをと､その設
置を勧められた｡まだまだ元気だと思っていても､すぐ
に足腰が弱くなり､歩けなくなるからだという｡しかし､
これには考えさせられた｡確かに､やがて､エレベータ
ーが便利だけでなく､必要になるときがくるかもしれな
い｡しかしである｡まだ元気である今からエレベーター
に乗っていたのでは､かえって必要になる時期を早める
結果になりはしないか｡階段なら､かえって足腰を強く
しないか､とも思って思案している｡したがって､生活
科学には､便利さや能率を問題にするだけではなく､も
のの見方 ･考え方の哲学が必要になるのではないかと恩
っている｡
4.伝統的な従来型の学問に固執するのではなく､
それらを基礎に置きながら､生活科学としてさらに統合
された視点を持っことが要請される｡今までもそうであ
ったが､生活の様式が変化するなかで､統合された視点
は今後はいっそう必要になろう｡
5.生活を科学することについても再考するところ
はないか｡たとえば､科学史をみると､科学は ｢事柄の
間に客観的なきまりや原理を兄い出す｣こととされてい
るが､｢再現可能性｣と ｢客観性｣の2大特徴をもって
いるとされている｡そのこと自体に筆者は反対ではない
が､人間は ｢もの｣ではないので､人間の生身の生活は
科学的に捉えたり､客観性という尺度だけでは計れない
のではないかとも思う｡心とか魂とかは､くせもので､
関係性のなかでしか捉えられないと思うからである｡し
たがって､科学が万能だとする科学観では人間の生活に
はゆとりや幸福は訪れないであろう｡たとえば､友情､
恋愛､結婚などは､いくら科学的に捉えたとしても､す
なわち客観性あるいは情報理論的にすぐれていたとして
も､それだけではだめであろう｡直ちに実行に移すとか
経験するということにはならないからである｡なぜなら
好き嫌い､選択､決断､また意味があるかどうかなど､
複雑な人間の仕組みによるからである｡そしてなにより
も偶然であれ､布置されたものであれ､出会いや関係性､
価値観によるところが大であるからである｡
一方､人間の科学史をひもとくと､ヨーロッパの機械
論的 ･要素論的世界観に基づき過ぎてきたきらいが読み
取れる｡したがって､ここでも､科学は､あるいは科学
の進歩は何のための､誰のためのものか､を考えること
は､生活科学をするものにとっては､意味のあることで
ある｡細胞再生医工学ではあらゆる細胞が創造可能にな
りつつあるし､制作者の思いのままに創造できる "デザ
インド･チルドレン"も誕生の可能性があるという｡科
学はここまで "進歩"してきている｡かつてHuxley
(1932)が ｢BraveNew World｣で予言 したことが現
実になりつつあるのである｡ しかし問題は､倫理観や哲
学がともなうかである｡そしてEcologicalな視点がど
れだけ生かされるかである｡科学が優先されるのではな
く､人間が優先される考えや生活､そして環境と共存す
る生活を志向したいものである｡科学の進歩ばかりに目
が行っていると､競争心や利益主義､また高名心が頑を
もたげてくる結果に陥りやすいのではないか｡
6.生活が､家庭､学校､仕事､結婚､出産､育児
と､都市化のなかでその内容と様式が激変するなかで､
価値観も変化してきている｡それゆえ､都市化された現
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代人の生活について､巨視的な視座が不可欠になろう｡
7.現代人の生きざまや悩み､問題を専門的に援助
してきた心理臨床についても､新しい視座が必要である｡
｢Ⅱ 現代における生活の様相｣で見たように､子ども
の状態を "臨終"と認識するセンスと､子どもにだけ問
題の所在を押し付けない全体的な理解の仕方､それにど
う関わるかの力量を持たねばならない｡話さない子ども､
他者と関われない子ども､自らの欲求ばかり優先する子､
反対に欲求を表現したり満たしたりできない子､良い子､
などなど｡問題は､これらは今後､増加の傾向にあるこ
とである｡それは､過度の期待と干渉のもたらすところ
といわれているが､立身出世を求めるのではなく､子ど
もが自らを知り､他者や他の動植物､すべての ｢地球と
いう家｣の住民と暮らしていくことができるよう自然に
接し､ "内なる自然"を形成することが奨励される｡今
後の心理臨床もこのような視座に寄り添ったものであり
たい｡
Ⅴ エピローグ
以上､Ecologicalな心理臨床の立場から､生活を捉え､
生活科学への視座を模索してきた｡とくに筆者の拠り所
である理論と実践を踏まえて､現代人の生活を捉え直し
てみると､地球環境の破壊と連動してか､悲鳴をあげて､
ほとんど "臨終'の状態にあることが認識された｡それ
らを整理してみると､
1)現代人の生活は病んでおり､その癒しは､ゲシュ
タルト的な視点からは､関係性の回復､あるいは再構築
と認識される｡この関係性は､｢地球という家｣の他の
成員と繋がり合うことを意味する｡そこでは直接経験が
重んじられ､肌で感じられる関係が尊ばれる｡そして､
個人の健康は､社会の健康､そして生態学的健康と相互
に依存している関係にあることの認識が大切になる｡個
人にとって不健康なことは､社会にとっても､生態系に
とっても､基本的には､不健康である｡ これは､Perls
がいう生理的なホメオスターシスの概念が､精神的にも､
かつ社会的にも該当するという考え方に一致 している｡
すなわち､社会でいえば､社会的ホメオスターシスが機
能していれば､たとえば火事があれば､近所の住民はそ
の現場に消火のために馳せ参じることがみられるという｡
しかし､Ecologicalな視点の方が､より包括的で全体的､
地球規模的なように思われる｡
2)心理臨床においても､病める個を理解したり関わ
ろうとする場合､家族や社会､大きく地球環境との関係
性のなかでの繋がりを踏まえる｡決して個のみにその責
任を負わせない｡これも､｢地球という家｣の一員であ
(9)
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り､すべては連動していると感じる意識からくる｡
3)認識の転換､価値観の転換が生活を再構築するた
めに必須の要件になる｡これは､コペルニクス的発想の
転換を意味し､人間至上主義や利益志向主義から､地球
上の他のすべての構成員と共存 ･共生の関係にあること､
したがって人間は他と相互に依存する-構成員に過ぎな
いが､しかし共存 ･共生の関係にあることに気づくこと
を意味する｡この気づさは､精神的で､感動的で､究極
的にはスピリチャルな意識である｡
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TowardTheDevelopmentoftheScienceofHumanLife-AHumanEcolog]CalandPsychotherapeuticView
ByYoshiyaKurato
Abstract
●
Thispaperaimsatdeveloplngthescienceofhumanlifefrom ahumanecologlCalandpsychotherapeutic
view.Describedfirstiswhathumanecologymeanstouswholiveinurbanizedcities.Foronething,Wehave
becomeawarethatweneedair,water,soil,somethingtoeat,trees,andothercreatures, aswelasother
humans.Withoutthem wecannotsurvive.Inotherwords,Wehavereaffirmedinthelightofecologythat
wehumanbeingsalsoliveinourenvironmentandnowhereelsecanwesurvive.ThishumanecologlCalview
●
hasbroughtadrasticchangetoourvaluesystems;accordinglyourlifestyleischanglngfrom ahuman-
dominatedway,claimlngthatwe,thehumans,arethehighestandbestofalontheplanetEarth,tothe
environmentaly-concerned,thatis,ecologlCalway.ThisissomethinglikeaCopernicanchangeofthinkingfor
mostofus.Toknowthatwe,thehumans,canonlysurviveontheEarthinourrelationshipwiththeenvi-
ronmentwilhelpustobecomeawarethatanychangeinourbehaviorandwayoflifetoanecologlCalway
●
canbringusahopeforourchildrentosurvive.Thisisaccordingtotheviewthathumansareonly mem-
bersoftheso-caled o`ikos,"aGreekwordforhouse,oftheplanetEarth.Thishelpsustobecomemore
humbleandtosharewiththeothermembersoftheEarth,bothinorganicandorganic intheprocessofliv-
1ng.Inthissense,itisalmostamustthatasynbiosticway,thatis,aharmoniousinterrelationshipwiththe
environment,isnotonlylneVitablebutisalsothebestwaytosurviveforhumans.
AIsoreportedarethreepsychotherapeuticcasesthatarefulofinsightsforustoacknowledgehow an
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ecologlCa1-mindedwayofrelatinglSpowerfulinhelpingclients.Thebestwaytohelpclientsseemedtobeto
restorethefeelingofrelating,reassurlngthemthattheyarerelatedwithothermembersoftheEarth.Here,
●
theauthortriedtofindsimilaritiesbetweenwhathecaledanecologlCalwayofrelatingandGestalttherapy
whichishispsychotherapeutictrainlng.Bothareinterestedinthepatternsofrelating.
● I
Then,afewconsiderationsthatweresupposedtohelpdeveloplngthescienceofhumanlivlngarepresented,
accordingtowhattheauthorlearnedfromthecases,alongwithwhatheseesaboutwhatlivlnganditssur-
roundingslooklikeinthepresentdayJapan.However,whatispresentedhereareonlyconsiderationsthat
shouldbemoreelaboratedindetailasourexperiencesaccumulate.
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